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〔事例報告〕

はじめに

スポーツと政治は無関係であるとよく言われる．し

かし，実際には人間社会の諸現象が常に政治と結びつ

けられ，スポーツもその影響を強く受けていることは

明白である．これまでもスポーツが政治に利用される

といったことがしばしば見られてる．例えば，1956

年にメルボルンで開かれたオリンピック大会開会式の

2週間前に，エジプトがイスラエルに侵攻され，スエ

ズ運河が英仏軍によって占領されたが，このことに対

してエジプト，イラク，それにレバノンの 3カ国が抗

議をしてこの大会への不参加を表明している．その後

続いて起こったハンガリー事件に対しても抗議するた

め，スペイン，オランダ，スイスの 3カ国がこの大会

をボイコットしている1）．このように政治的な理由か

ら重要なスポーツイベントへの参加が拒否されている

のである．しかし，こうした参加拒否がなされた一方

で，同じ政治的な理由でスポーツイベントに参加して

いる例もあった．50年前に，ピンポンが仲立ちして

行われた外交がその 1例として挙げられよう．

50年前の1972年 2月21日に，リチャード・ニクソ

ンが中国を訪問しているが，この訪問によって資本主

義の総本山であるアメリカとアジアの共産主義大国で

ある中国の緊張関係を改善することに大きな一歩を踏

み出し，その後の米中両国の国交樹立に向けて貴重な

条件と和解の環境を提供したと考えられる．当時アメ

リカはベトナム戦争の泥沼から一早くも抜け出したい

と考えており，中国も同様に共産主義の総本山だった

ソ連の脅威をから逃れたいと考えていた．こうした状

況下で，ソ連という共通の敵に直面していた本来の敵

国同士が手を固く握りあい，歴史的な和解が図られ

た．この歴史的な和解をもたらしたのが後に「ピンポ

ン外交」といわれている外交の動きであった．

プロレタリア文化大革命 （以下文革） という政治の

嵐が吹き荒れ，第29回，第30回の世界選手権大会を

欠場した中国卓球チームだったが，1971年 3月28日

 『スポーツ科学研究』投稿規定の文字数制限により，本報告は （前編），（後編） に分割する．
a 日本大学スポーツ科学部
 College of Sports Sciences, Nihon University

ピンポン外交と日本の役割についての考察 （前編）

A Study of Ping Pong Diplomacy and Japan’s Role

日吉　秀松 a

Hidematsu Hiyoshia

Abstract

This paper is a study of the relationship between the realization of ping pong diplomacy between China and the 
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team would not have participated in the Nagoya tournament and there would have been no ping pong diplomacy between 
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そして，鄭躍慶の論文「ピンポン外交と後藤鉀二」

では，名古屋大会に中国チームを招待するに当たっ

て，「台湾問題」という難題に直面し，当時日本卓球

連盟の会長であった後藤鉀二がいかにして日本と国

交のなかった中国政府を説得したかについて論じてい

る8）．以上の書物や論文はそれぞれの角度や視点から

ピンポン外交を回想し，ピンポン外交を歴史的観点か

ら検証した数少ない貴重な資料であるといえよう．本

稿は，こうした回顧録や論文，それに日本で報道され

た当時の新聞記事などを基にして，スポーツと政治の

関係，およびピンポン外交における日本が果たした役

割について考察を試みたものである．

２．ピンポン外交の背景

中国とソ連は共に共産主義国家であるが，50年代

後半なるとその関係が急速に悪化した．その原因は，

フルシチョフがスターリン批判をし始め，外交政策の

転換を図ったことと，毛沢東が世界共産主義のリー

ダーになろうとする意欲を見せたことにあった．この

ことについては，元北朝鮮の高官である黄長燁は回顧

録のなかで次のように語っている9）．

　中国は1956年，ハンガリーで反政府暴動が起

こった理由を，フルシチョフがスターリンの個人

崇拝を批判し，無産階級独裁を弱める修正主義路

線を強要した結果だと断定し，反修正主義の方針

を強く打ち出した．こうして国際共産主義の指導

権が，ソ連から中国に移りそうな印象を与えた．

また，中国の冷戦研究家である華東師範大学の沈志

華教授も次のように指摘している10）．

　1950年代中期以後，…（中略）…ソ連共産党

が第20回党大会で「自己批判」を行ったことは，

疑いなくモスクワの威信を大きく低下させ，同盟

国におけるソ連の地位を動揺させたのに対し，中

国共産党は日増しに台頭し，特に第一次 5か年計

画の順調な完成とポーランド・ハンガリー事件の

処理に参与し成功を収めたことは，人類の未来に

対する発展にさらに大きな責任を引き受けるべき

だと，毛沢東に感じさせた．

から4月7日にかけて名古屋市の愛知県体育館で開か

れた第31回世界卓球選手権大会（以下名古屋大会）

に参加した．中国卓球チームがこうして 2大会ぶりに

参加できたのは，米中両国の接近と日本側の努力によ

るものであった．

１．ピンポン外交に関する先行研究としての回顧録

ピンポン外交については世界中でよく知られてはい

るが，そのことに関する研究はそれほど多くはない．

現在，当時を窺い知る資料では回顧録がある．例え

ば，森武氏の著作『ピンポン外交の軌跡―東京，北

京，そして名古屋』では，中国の卓球チームを名古屋

大会に招待しようとした日本側の絶え間ない努力につ

いて語られている2）．このほかに通訳を通じて日中交

流現場の状況を語ってくれたのが周斌と江培柱であっ

た．周斌が著した『私は中国の指導者の通訳だった：

日中外交　最後の証言』では，周恩来とスター選手で

ある松崎キミ代との交流や名古屋大会の参加に関する

日中間の動きについて詳しく紹介されており，その様

子が伺える3）．中国卓球チームに同行した江培柱が著

した『江培柱文存：対日外交台前幕後的思考』では，

中国卓球チームとアメリカ卓球チームが接触する様子

やアメリカ卓球チームが訪中をどのように受け入れら

れたかを回顧するなど，名古屋大会に出場した際に中

国側から出された指示や連絡方法が比較的に詳しく語

られている4）．銭江の『米中外交秘録：ピンポン外交

始末記』では，名古屋大会に参加した中国側の決定プ

ロセスやピンポン外交の経緯について詳しく述べられ

ている5）．唐灝の著した『 外交高層內幕（ピンポ

ン外交における上層部の決定内幕）』とすべきでは，

アメリカチームの訪中要請を受け入れる決定プロセス

に触れている6）．こうした森，周，江，銭，唐の 5氏

による回顧録や著作は，ピンポン外交の研究に貴重な

歴史的資料を提供してくれたといえる．

そのほか，ニコラス・グリフィン著の『ピンポン外

交の陰にいたスパイ』では，イギリスの貴族出身で，

元国際卓球連盟会長であるアイヴァー・モンタギュー

が卓球選手のみならず，ソ連のスパイでもあったと指

摘しているが，卓球の元中国代表選手へのインタビュー

を通じてピンポン外交を詳しく検証している点では，学

術的な価値ある貴重な書物の一冊であるといえよう7）．
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論文だった．彼はこの中で中国との付き合い方につい

て，その考え方を見直す必要があると述べている．毛

沢東はこの論文に最も大きな興味を示し，「ニクソン

が大統領に当選したら米国の対中政策は調整されるか

もしれない．このニクソンの論文から，米国がベトナ

ム戦争で被ったダメージが透けて見えるようだ」15）と

述べた．

ベトナム戦争の泥沼から必死に抜け出そうともがい

ていたアメリカは，北ベトナムの重要なパートナーと

なっていた中国の協力が必要であるとし，中国に対し

てエールを送り始めた．ニクソンは「ソヴィエトが中

国の国境を侵犯することは米国の利益に反するという

メッセージ」16）をソ連に送った．続いて1971年 3月15

日にアメリカは対中旅行制限の撤廃を発表した．この

ことによってアメリカ卓球チームや一般市民による自

由な中国旅行が可能となり，アメリカとの中国の関係

に大きな変化をもたらした．

３．米中接近の幕開き

アメリカと中国という 2国間にこうした雪解けの兆

しが見え始めた中で，アメリカはさらに関係改善を図

ろうとして積極的な態度を見せ始めた．1970年10月

「ニクソンはパキスタンのヤヒヤ・カーン大統領に，

アメリカが高レベルの特使を北京に派遣する用意があ

ると中国へ伝えてくれるよう頼んだ．12月初めに周

恩来から特使を歓迎するとの返事が届いた」17）．こう

して，「毛沢東がソ連に対し『アメリカ・カード』を

（そしてニクソンにとっては『中国カード』を）切る

機が熟した」18）のである．また，毛沢東と親交あった

アメリカの記者エドガー・スノーが1970年10月1日

に中国の国慶節に参加し，12月18日に毛沢東と中南

海で再会している．この再会で，毛沢東はエドガー・

スノーとの談話の中で文革について語り，その後，米

中関係の話に変わり，さらにニクソンと会談する用意

があることを伝えた19）．

　わたしは民主党より共和党の方が良いと思って

いる．ニクソンが大統領になるのは大歓迎だ．彼

には欺瞞的な点が見られなくはないが，他の者に

比べるとずっとましだ．…（中略）…もし彼が北

京に来たいというのなら，飛行機でこっそりやっ

毛沢東は共産主義世界の領袖になろうとしている意

図をもって，フルシチョフのスターリン批判に異議を

唱え，その権威に挑んだ．1956年3月23日夜，毛沢

東は中南海にある邸宅で開いた中共中央書記処拡大会

議の主宰を務め，フルシチョフの秘密報告や中共の対

策について議論させた11）が，この議論の中で，毛沢

東は「スターリンは重大な過ちを犯しはしたが，その

一方，偉大な功績も残している．一部マルクス主義の

原則に違反はしているものの，依然として偉大なマル

クス主義者であったといえよう．彼の著作は過ちも見

られるが，我々にとって依然として学ぶ価値がある．

…（中略）…フルシチョフの秘密報告の過ちについて

は，我々ができるだけ補完していくべきである」12）と

スターリンを擁護し，フルシチョフを批判している．

この後，中ソ間の関係は悪化の一途を辿ることに

なったことで，中国は北朝鮮を含む他の社会主義国家

に敬遠されるようになり，孤立した．1968年チェコ

スロバキアで「プラハの春」と呼ばれた改革運動が起

こったが，これはソ連のブレジネフの社会主義国家

「制限主権論」によって軍事介入がなされて挫折した．

このことによって中国はブレジネフの制限主権論に警

戒心を抱くようになった．1969年 3月2日にはソ連と

の国境にある珍宝島へのソ連軍の侵入事件があり，さ

らに「8月に新疆ウィグル自治区に侵入して，国境警

備兵40人くらいを殺してしまう事件があった」13）．こ

うして中ソは激しい武力衝突までに発展した．ここに

きて，かつての同盟国だったソ連は中国にとって脅威

の存在となった．

その一方で，1949年に革命を成功させて建国した中

国は国民党政府を支持するアメリカと対立しており，

その関係は1972年にニクソン大統領が中国を訪問す

るまで敵対する状況に置かれた．したがって，60年代

以降の中国はアメリカとソ連という 2大国と敵対関係

にあって，国際社会では孤立していたのである．

1964年，アメリカがベトナムへの大規模な軍事介入

することとなったが，戦争の泥沼に陥った．アメリカ

国内では長引く戦争に対する反戦の声が高まり，政府

への批判が強まった．アメリカ政府はこうしたベトナ

ムへの軍事介入と国内の反戦ムードの間のジレンマを

打開しようと模索している中で発表したのが，1967

年ニクソン大統領の「ベトナム後のアジア」14）という
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ス，日本などアメリカ以外の先進国を第2の中間地帯

に分類するというものであった23）．この「中間地帯」

論は，後に「3つの世界」理論に発展するが，その基

礎的な考えとなるものであった．中国はこの「中間地

帯」論にしたがって第 2の中間地帯に属する国々との

関係を改善し，強化する用意があることを表明した．

そして周恩来は中国を訪れていた日中文化交流協会代

表団の中島健藏団長と会い，中日卓球親善試合に日本

の選手を中国に招待すると告げた24）．周恩来はまた同

時に，中島に対して確実な実行を可能にさせるため，

「日本卓球協会の後藤鉀二 25）会長を味方に引き入れる

作業をしっかり行なうよう，より明確に示唆した」26）．

（「ピンポン外交と日本の役割についての考察 （後編）」

へ続く）
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て来られると良いと伝えて欲しい．交渉がうまく

いくかどうかは問題ではない．それにこだわる必

要もないだろうさ．

ただ，毛沢東とエドガー・スノーの会談の内容が

『人民日報』を通じて公表された時にアメリカ側には

大きな反応が見られなかった．それは，「おそらくニ

クソンのホワイトハウスがスノーを信用していなかっ

たからだろう」20）と思われるが，毛沢東はこの後もア

メリカに対してエールを送り続けている．本論文で扱

うピンポン外交もそのエールの 1つである．

４．ピンポン外交に対する中国の動き

アメリカと中国の関係改善は日中関係の変化とも関

連している．それはアメリカと中国の間のピンポン外

交以前に，中国と日本の間では既にピンポン外交が展

開されていたからも窺い知ることができる． 

日中間のピンポン外交は，1956年の東京世界選手

権大会に始まる．中国卓球チームは男子団体で3位の

好成績を納め，これを機に国交のない日本を舞台にし

て国際社会への復帰を図ったといえよう．そしてその

後，1961年に世界卓球選手権大会が北京で開催され

ることが決まった．「時の中国政府，特に周恩来総理

は，卓球こそが中国の国際復帰を推し進める得策種目

として着目したようである」21）．北京世界卓球選手権

大会後の日本は，「選手団帰国後，日本卓球協会に報

告され，協議の結果，北京世界の翌年1967月に日本

選手団の訪中，10月には中国代表団が来日すること

が決定され，日中交歓卓球大会がスタートすることに

なっていくのである」22）．以後国交のなかった国同士

はさまざまな困難を克服して乗り越え，卓球を通じた

交流を深めることになったが，この動きはバレーなど

他のスポーツにも波及した．しかし，こうした盛り上

がりを見せたスポーツや文化交流の気運も，中国で吹

き荒れた文革という政治運動のため，一旦中止せざる

を得なくなってしまった．1970年になってようやく

中国が混乱期から少しずつ正常に戻ろうとする姿勢を

見せ始め，同年10月7日に周恩来はカンボジアのシハ

ヌーク国王と会見する際，毛沢東の「中間地帯」論を

紹介した．これはアジア，アフリカ，ラテンアメリカ

を第 1の中間地帯とし，フランス，イタリア，イギリ
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〔事例報告〕

５．ピンポン外交における日本の尽力

ネパール皇太子の結婚を祝うためにカトマンズの宮

殿で開かれたエキシビションゲームに中国卓球チーム

を参加させたという報道に日本卓球連盟会長である後

藤鉀二は注目したが 1），彼には心配の種があった．つ

まり，「1つ目は文革によって，中国の卓球代表団は

第29回と30回世界卓球選手権大会に不参加で，この

2大会では日本が優勝した．もし第31回大会に中国

チームが参加すれば，第26, 27, 28回大会と同様，ま

た中国チームの独り勝ちとなる可能性が高い．彼は日

本の世論と卓球界がこのことを受け入れられるかどう

か心配していた．2つ目は，中国の冷遇を受けるかも

しれないことであった．中国チームが来ないだけでな

く，自分の立場もなくなってしまうのではないかと心

配していた」2）．

しかし，こうした不安を抱いていた後藤も結局中国

チームを招待する決意をしたことが，1970年12月31

日の『毎日新聞』の紙上で 3）明らかにされている．後

藤のこの決意に対して中国側は一早く反応を見せ，後

藤の訪中を要請した．中国側のこの要請を受け入れて

後藤は1971年1月24日に羽田から北京入りしている．

周知の通り，中国の対外政策には，「1つの中国」

という譲れない原則がある．後藤もそれを理解してお

り，彼が中国側に手渡した日本語の会談紀要草案に

は，台湾問題に関する「『日中関係政治三原則』 4）を順

守するという記述」5）があった．

後藤のこうした動向に対し，当然台湾側からの圧力

があった．台湾の圧力に対して，後藤は「どうか，中

国卓球協会はなるべく早く大会参加の申し込みをして

ください．…（中略）…もし今度，日本と中国の卓球

協会が会談紀要にサインすることになれば，私はすぐ

シンガポールで開かれるアジア卓球連盟総会へ出向か

いて連盟の整頓（台湾追放と中国加盟）に関する動議

を出します」6）と述べ，第31回世界卓球選手権大会

（以下，名古屋大会） に参加するように中国側を促し

た．そして，この動議が通らない場合は直ちにアジア

卓球連盟会長を辞任する決意を表明した7）．後藤の決

意の背景には，日中両国の経済関係がますます密接な

関係となり，国交回復の交渉も一段と加速していた状

況があったということが考えられる．

1971年2月13日から北京で，藤山愛一郎や岡崎嘉

平太によって，中国政府との貿易や政治交渉が行わ

れ，貿易政治コミュニケが発表された．日中間の貿易

が増大していくにつれ，日本の中国に対する依存度も

大きくなっていった．『毎日新聞』の報道によると

1970年には日本の鉄鋼の中国向けの輸出は25％も伸

び，反対に対米シェアが低下したという8）．これを見

ても，当時の日本経済が中国市場への拡大を目指そう

としていたことが理解できる．

こうした両国関係の現状を背景にして，中国卓球

チームの名古屋大会への参加が後藤の強い熱意によっ

て促されたが，中国も卓球を通じて国際社会への復帰

を図り，アメリカ卓球チームとの接触を図ろうとして

いた．後藤と周恩来の協力に基づいた日中間のピンポ

ン外交が，その後の中国とアメリカの人的交流を加速

させた．

1971年 3月，名古屋大会で中国卓球チームとアメリ

カ卓球チームの接触が見られたのは，決して偶然なも

のではなく計画通りに演出されたものだった．周恩来
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ピンポン外交と日本の役割についての考察 （後編）

A Study of Ping Pong Diplomacy and Japan’s Role

日吉　秀松 a

Hidematsu Hiyoshi a



日吉　秀松

66

ている．日本側は中国卓球チームを名古屋大会に招待

するに当たって，大きな努力と妥協が強いられてい

る．特に，「1つの中国」という原則は，日中両国の

卓球関係者などの交渉にも大きな影響をもたらした．

これは「日本卓球協会，日本中国文化交流協会，中華

人民共和国卓球協会，中国人民対外友好協会の会談紀

要」（以下，会談紀要）の内容をめぐっても，中国側

は後藤に対して「『台湾は中国の 1つの省であり，台

湾は中国の神聖な領土である』という字句と中日関係

政治 3原則を会談紀要の第 1条に書き込んでもらわな

いと困ります」12）と主張した．しかし，後藤はこれに

対し「わが国の社会党との会談でもそういう話は持ち

出さなかったのではありませんか．なぜ，双方の卓球

協会の会談紀要にこいつを押し込まなければいけない

んですか」13）と反論し，卓球交流以外のことを紀要に

盛り込まないように主張した．この会談後，後藤は病

気と称して中国側の関係者と会わなかったため，会談

は一時中断された．

こうした行き詰まり状態を解消したのはやはり周恩

来であった．周恩来は1971年 1月29日の午後，中国

の外交部や卓球協会の関係者を招集して日中会談に関

する報告を聞き，次のように意見を述べている14）．

　実質を見るべきだ．形式的論争はやめたまえ．

会談の相手は日本卓球協会の会長ではないか．こ

の2月に来ることになっている藤山愛一郎元外相

は，日中国交回復促進議員連盟の会長だから，当

然，われわれは台湾問題を前面に押し出さなけれ

ばならない．しかし，後藤先生にはその必要はな

い．彼に難題を吹っかけるな．中日関係政治 3原

則は日本側の原案通り第 2条でよろしい．第 1条

にする必要はない．…（中略）…後藤鉀二先生は

既に中日関係政治三原則を書き込んでおり，アジ

ア卓連の整頓問題を提起し，台湾は全中国を代表

するものではない，と言っている．それで十分で

はないか．

周恩来はこのように意見を述べたあと，後藤などと

の交渉に臨んだ中国卓球協会の責任者だった宋中と中

国人民対外友好協会の呉暁達に「すぐ帰って後藤先生

と話し合いなさい．話がまとまったら，今晩，私が会

の通訳をした周斌はこの時のことを回想し次のように

語っている9）．

　（中国卓球チームは：引用者注）参加する過程

において相次いで二つの政治性の強い問題に直面

したことを覚えている．1つ目は，万が一，カン

ボジアのロン・ノル政権が派遣した選手と対戦す

ることになったら，どう対処するかということ． 

2つ目は，アメリカチームが突然中国訪問を要求

した場合，どう対応するべきか，であった．

1つ目のロン・ノル政権のカンボジア選手に対する

対応問題は，試合への参加過程ではなく既に事前に決

定された事項であったことが，1971年 3月15日に周

恩来が毛沢東に仰いだ指示内容で明らかにされてい

る10）．

2つ目については，「アメリカのハリソン副団長の

話によれば，中国の役員とも総会など接触する機会が

あり，通常の挨拶を交わすことはもちろん，カナダや

イギリスのチームが訪中する話や，機会があれば是非

どうぞという程度の社交辞令的な会話はあったよう

だ．しかし，かといって強い要望がお互いに出たわけ

でもなかったという．このような経緯の中で中国側は

アメリカを招待しようという準備段階に入り，本国の

政府担当との話し合いや交渉に入っていくことになっ

たのである」11）という．したがって，「アメリカチー

ムが突然中国訪問を要求した場合」という想定には，

少なくとも中国側としてもアメリカチームの訪中を受

け入れようとしていたと考えられる．しかし，本論文

が参考とする中国側の回顧録のほとんどでは，アメリ

カ卓球チームとの接触や訪中要請はあくまでもアメリ

カ側が積極的に求めたと主張しているが，それはあま

りにも偏った見方であるといえよう．

６．名古屋大会における中国の政治優先

中国卓球チームの名古屋大会参加の過程は政治との

かかわりが強く，まさに，スポーツと政治は不可分の

関係であった．言い換えれば，名古屋大会の前後，中

国卓球チームは終始政治を優先していたのである．

先ず，既に前述したが，「1つの中国」という原則

論が中国卓球チームの名古屋大会参加に大きく影響し
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結果だったのである．名古屋大会における中国卓球

チームの行動は，1971年 3月15日に周恩来が毛沢東

に指示を仰いだ内容そのものであり21），また政治や国

の外交のためには個人の競技を放棄させることすらし

たというのが政治を絶対的に優先させる当時の中国の

特徴であったといえよう．

その後中国とアメリカのピンポン交流が実現される

ようになったのには，日本卓球協会の努力に無視でき

ないものがあったが，この中国の政治を優先すること

も無関係ではなかった．中国卓球代表団とアメリカ卓

球チームの「偶然」と思える接触 22）を機に，「中国側

はアメリカを招待しようという準備段階に入り」，つ

いに1971年 4月6日深夜，毛沢東がその招請を決意

し，そのことを即刻身辺にいた看護師を通じて外交部

に連絡させた．このことによって，敵対してから約30

年後の北京で中国とアメリカの卓球選手の交流が始め

られた．この決定に至る毛沢東の逸話が関係者の回顧

録に記されており23），そこにはまた日本との深い関係

があったことも明らかにされている．

毛沢東がアメリカ卓球チームの訪中招請を決定した

当日の深夜即時にこの決定が名古屋にいた中国卓球

チームにも届いている．この決定は中国から暗号電話

を通じ，指示が下された．中国卓球チームは名古屋へ

出発する前から，1960年代に愛知大学が編集発刊し

た当時最新版であった『中日大辞典』を携帯し，これ

を臨時の暗号帳として使用することによって連絡をと

るように指示されていた．「4月6日夜，国内から電話

でこの臨時の暗号帳を通じて『中国とアメリカ両国の

アスリートと国民の友好関係をより一層深めるため，

アメリカ卓球チームを，第31回卓球世界選手権大会

終了後，正式に中国へ招請せよ』と伝えられた．そこ

で，私は慣れ親しんだ「昔ながらの暗号」―すなわち

『中日大辞典』を用いた指示にしたがって翻訳し，急

ぎ代表団の団長へ，この決定指示の旨を報告した」24）

と当時の中国卓球選手団の通訳を務めた江培柱が述べ

ている．

おわりに

1971年 4月10日，アメリカ卓球代表団の一部選手

が香港経由で北京入りした．世界を驚嘆させたこの出

来事によって，それまで緊張関係にあった米中関係が

おう」15）と指示した．宋と呉は，周恩来の指示を受け

て再び後藤に会って交渉を再開し，「会談紀要」を纏

めた，そして 2月1日に調印がなされた．この「会談

紀要の骨子」は以下の通りであった16）．

① 日本卓球協会は，国際卓球連盟憲章を遵守して

国際卓球活動の発展を図る．特にアジア卓球連

盟は国際卓球連盟憲章にしたがって整頓する．

② 日本卓球協会は，日中関係政治三原則にもとづ

いて，日中両国卓球界の友好交流を発展させ

る．中国卓球協会はこれに対して賞賛と支持の

意を表明した．

③ 日本卓球協会は以上の原則にもとづいて，こと

し 3月28日から 4月7日まで日本の名古屋にお

いて開催される第31回世界卓球選手権大会へ

の中国卓球チームの参加を招請する．中国卓球

協会はこの招きを受けて，卓球チームを派遣し

大会に参加する．

この「会談紀要」の調印によって，中国卓球チーム

の名古屋大会への参加が決定されたが，派遣決定ま

で，「1つ中国」という原則に翻弄され続けたことも

事実であった．

また，名古屋大会に参加した中国卓球チームは，完

全に「友好第一，競技第二」17）とする日中両国の友好

関係を推進の方針のもとで行動した18）．とりわけ，

「友好第一，競技第二」の方針は，文革が終結するま

で，スポーツイベントの際によく使われたスローガン

ともなったが，当時この方針の本質には，多分に政治

優先の意味が込められていたともいえよう．

さらに，この名古屋大会では，事前に中国卓球チー

ムは北朝鮮卓球チームに対して試合で譲歩すべきかど

うかという議論があったが，周恩来が中国卓球代表団

の責任者に対し「朝鮮同志に対して，競技成績を第一

義と考えず，困難な状況に置かれている彼らを十分な

配慮を払わなければいけない」19）と指示をした．

しかし，個人戦で，「荘則棟，林美群の対カンボジ

アとの対戦拒否，棄権をしたのである．…（中略）…

やはり中国のスポーツは，当時は当然政治優先であっ

たのである．これで荘則棟の復活チャンピオンは消え

た」20）が，こうした棄権も政治的な配慮がなされての
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関係者の努力による日中間のピンポン外交が存在して

いなければ，中国卓球チームの名古屋大会への参加も

なかっただろうし，米中間のピンポン外交も行われな

かったであろうと思われる．したがって，米中間のピ

ンポン外交は日中間のピンポン外交によってもたらさ

れたものであると言っても過言ではないであろう．

脚注
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人では，『ジャパン・アズ・ナンバーワン』の著者で

あるハーバード大学教授のエズラ・ヴォーゲルなど

が，1971年4月27日に，ニクソンに米中国交正常化

を提言した書簡を送っている．提言の内容は以下の通

りであった27）．

 1）合衆国は，北京によって統治される 1つの

中国の統一に向けた台湾と北京の間の合意を妨げ

ないという立場を明確にすること，2）「2つの

中国」よりは「二重代表」という用語を使用する

こと，および，3）北京に中国を代表する単独の

議席を与えるアルバニア決議案に賛成する国連の

採択を，たとえ我々が支持しないとしても，潔く

受け入れる立場を表明すること．もしこれらの点

を満たせなければ，ひとたび中国の軍事力がさら

なる発展を遂げたのち，合衆国と中国の間の敵対

関係がより一層深まるという重大な危機が予想さ

れます．

米中関係の改善は，各界の関係者による努力により

もたらされた結果であったと考えられるが，日本各界
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26） 銭江：前掲書．170-172.

27） エズラ・F・ヴォーゲル・李春利：エズラ・

ヴォーゲル　最後の授業．あるむ，名古屋，

119，2021．

23） 王泰平　編： 外交的回憶．中央文献出版社，

北京，160-161，2011.

24） 江培柱：前掲書．4.

25） 森武：前掲書．50.
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